
選択ツールを四隅にあてた時
回転した矢印の形になる
この状態でイラストを回すように
マウス操作すると
イラストが回転する

Illustrator で絵型を描く。

因みに筆者の場合は下書きもペンタブレットを使い Illustrator 行っている。
その場合は下絵全体を選択ツールで囲む必要がある！

選択ツールは
４種類ほどあり
それぞれ使い方が異なる。

ダイレクト選択ツール
グループ選択ツール

なげなわツール

選択ツール

自動選択ツール

レイヤーパネルの表示マーク
（目のマーク）を
消し絵型のみ表示させる。

下絵を選択して不透明度を
30％に下げた。
こうすることにより
下絵の上に描く絵型の線を
ハッキリと表示させ
線の歪みなどを確認しながら
描く事がかのうになる。

下絵をペンツールでトレースする ( 選択ツール）

1. ここでマウスボタンを押したまま

2. この位置で離す

オブジェクト全体を囲むには以下の操作をする
初めに選択ツール    を選ぶ この位置から

斜め上に動かせば拡大

この位置から
斜め下に動かせば縮小

選択ツールっ
てどれ？？

下絵の周りに表示される
レイヤー色 の四角は
バウンディングボックス
と言い拡大縮小等の操作は
この四隅の
どの位置からでも行える。

それぞれのレイヤーの表示カラーは
レイヤーパネルの この位置を
クリックすることにより変更可能だ

レイヤーが異なると
表示されるアンカーポイントの
色も異なる

選択ツールでオブジェクトを
クリック
（マウスボタン押したまま）
キーボードの Alt を押したままに
すると選択ツールの表示がこのようになる。
このまま Alt を離さずに移動すればコピー出来る。
Alt キーを離すタイミングは移動コピーした後
マウスボタンを離してから Alt を離す！

1. 選択ツールを使う
選択ツール
オブジェクト全体を選択し、
全体的に移動、全体的に拡大縮小、全体的に回転等の
操作、またキーボードの Alt を押しながら
オブジェクトを移動すればコピーも出来る。

イラスト全体が
アンカーポイントで表示される。

拡大縮小をする際は
キーボード shift キーを押したまま
行うと縦横比等倍で拡大縮小出来る

かなり重要！
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